
  ローバージャパンの

  宣伝費は？

 ローバージャパンは宣伝費を明らかにしない。

どの程度の宣伝費をお使いになっているので

すか？と丁寧にお伺いしても絶対に教えてく

れない。本当は応える側のローバーも社長・副

社長以外は誰も知らないのではないか、と思

わせる。ムキになって「一切公表はしていませ

んし、今後も公表するつもりはありません」と

キッパリとお断りしてしまうからである。広

告代理店は博報堂が担当。そこでアレコレと

情報をたどってみると、何と１９９７年の宣

伝費は約８０億円だった、という。１９９６年

は約７３億円で２万７０００台売れたから、

１９９７年は３０００台プラスの３万台が１２

月末までの販売目標だった、という。

  しかし、１９９７年度は３万台の目標は遠

く、２万５０００台程度だったそうだ。８０億

円の宣伝費で２万５０００台の売り上げ。実

に一台あたり３２万円の宣伝費を使ったとい

う事か？ならば、ローバー車１台の原価は一

体いくらなのか、非常に興味深い。

  ローバージャパンの決算は１２月末日とい

う。平成９年１２月５日（金）、ローバーの代

理店であり、ローバーの組織の中の「ローバー

足立」という店舗が、その親会社、（株）総合

自動車特約販売の不渡りにより、事実上倒産

した。

  １２月７日（日）、ローバージャパンから人

間が送り込まれ、「ローバー足立」のショー

ルームから展示車両を運び出し、他の販売車

両も引き揚げられた。債権者に車両が差し押

さえられないようにする苦肉の策だったのだ

ろう。

  「ローバー足立」から運び出された販売用車

両はローバー・ジャパンにはもどらず、ロー

バー直営店にも向わず、他の代理店へと運ば

れていったようだった。

  １９９７年１０月、九州地区のローバー代理

店が自主廃業。東京都下八王子の代理店が自

主廃業、１９９８年度大手ディーラーで再契

約を保留していた所も少なくない。

  つまり、ローバージャパンもずい分とガタが

きたように見えるのだ。

ローバージャパン

ＴＶＣＭも

目立たなくなった



ローバー足立 それがどういう関係なんです

か？。

ワイズ 今回、ローバー足立さんがこう

いう事情で会社を止めてしまう。

すると３年後にお客様が残金

を払って今まで乗ってきたロー

バー車を買い取るか、または、

車を４０％５０％の価格で引き

取ってもらうか、という場合、

お客様は契約相手であるロー

バー足立さんに車を返せなく

なってしまう。ローバー足立さ

んが止めてしまったから。

ローバー足立 それはですね、完全にローバー

ジャパンの方で、あのう、話を

して、お客様との間ともですね、

これからコンタクトをとってで

すね、やっていく方針でござい

ます。

ワイズ 私共、ワイズという雑誌のもの

ですが、実は読者の方から電話

がありまして、この１２月６日

の土曜日、１２月７日の日曜日

にローバー本社がローバー足立

さんのショールームから車を全

部引き揚げて行った、というの

ですが・・・。

ローバー足立 ワハハハ、今ちょっとウチの会

社の方がそういう状態になっ

ちゃてるんですョ。それで、「ロ

ーバービジネスを一時中止」と

いうかたちで。

ワイズ そうですか。ローバーさんにつ

いては私共の６月号に記事をの

せているのですが。ローバー

ジャパンさんの御指導で各代理

店さんはスマート・オーナー・

シップというローンを使って

販売なさっていますが、あの

ローンは３年後に５０％、４０

％という返却の話がありますね。

あの契約はローバーの代理店さ

んと顧客、そしてファイナンス

会社、この３者間の契約であっ

て、ローバージャパン本社は一

切責任の無い立場に居ると言う

スマートなローンですね。

どうなるの？

ロ－バーの「スマート オーナー シップ」ローン

代理店が倒産していて、

３年後、契約通りに代理店へ車を

返せなくなったら。

「ローバー足立」に訊く



ね。ただ、ウチに関してはロー

バージャパンの方からのサポー

トでいけますので。

ワイズ しかし、今後、ローバー足立さ

んのように不渡りを出して、ロー

バーの代理店を止めてしまうとこ

ろが続出したら、ローバー足立

さんのように例外的にローバー

ジャパンさんがサポートすると

いう形は難しいのではないんです

か。それで、私共の雑誌では

「ローバージャパンを第二のココ

山岡にしてはいけない」という

記事を６月号に書いたわけなん

ですがね。

ローバー足立 ウチの原因はですね、スマート

オーナーシップ、直接、関係な

いですから。それが起因してで

すね、不渡りを起こしたわけ

じゃないんですから。

ワイズ ローバー足立さんね、起因して

なくとも、足立さんのケースはお

ワイズ そう言いますが、ローバーさ

んの方は契約当事者ではない

わけだからローバー足立さん

のお客様をローバージャパン

が引き継いで責任を持って

４０％、５０％で引き取ると

いうことは有得ないでしょう。

ローバージャパンはローバー

足立さんに「保証します」と

か「確約します」という書類

でも出しましたか。

ローバー足立 いや、基本的には販売店の方のリ

セールという形ですよね。

ワイズ それは基本的にはそうです。そ

れでは、お客様に車を返してい

ただければ残価の４０％、５０％

のお金はお支払いしなくても大

丈夫ですという契約通りに実行

できるのですか。

ローバー足立 それは今回、ウチの会社は事実

上不渡りを出していますので、

もう会社は無くなっていますよ



客様が２年後、３年後に車を

返しにきた時、代理店が無く

なっていたらどうなってしま

うのかという最初のケースな

んですよ。

ローバー足立 それは各販売店がですね、アプ

ルーブドセンター、ローバーの

認定中古車部をつくっています

よね。そちらで要は仕入れて、

リセールをしていくと。

ワイズ すると、約束通りの４０％、５０

％の残価でアプルーブドセンター

が引き取るということですね。

ローバー足立 それは引き取りの時に予めキレ

イな状態であることをうたって

いますので。

ワイズ それはローバーの３つのお約束

ですね。１つが６万ｋｍを超え

ていないこと、２つが事故車で

ないこと、３つが点検・車検を

ローバー指定の工場で受けるこ

とでしたね。

ローバー足立 ①６万ｋｍ以内②事故・キズ等

のないこと③違法改造のないこ

と、いろいろ条件がありますけ

れど、そのエリアを満たしてい

るものは予め設定した金額で引

き取らせていただきます。

ワイズ その条件を満たしていれば引き

取れるんですか？。

ローバー足立 それは代理店は引き取る約束で

このスマートオーナーシップを

始めてますから。

ワイズ 代理店が引き取るわけですね、

その代理店さんが存在しなく

なった場合は？

ローバー足立 だから、それはローバージャパ

ンとウチが話している所ですか

ら。ローバージャパンの方へ聞

いてください。

ワイズ もちろんローバージャパンさん

にも聞いてみますが、ローバー

足立さんの不渡りで問題が表面

化してきたんですよ。ローバー

足立さんからローバー車をスマー

トオーナーシップで買われたお

客様に対してローバー足立さん

は責任があるでしょう。お客様

に対してもきちんと答える義務

があるんじゃないですか。

ローバー足立 でもオタクには関係ないですか

ら。（ガチャン）

  しかし、「ローバー足立」という代理店はレ

ベルの低い代理店である。ある意味ではロー

バーの代理店の典型かも知れない。「スマート

オーナーシップ」というローン契約を薦める

場合、代理店としてお客様と契約を結んだら、

自分自身がどういう立場に置かれるのか、代

理店としての責任はどうなのか、予かじめ承

知の上で契約業務を行っていたわけではない

らしいのである。

  だから、倒産してしまってから、あわてて、

ローバージャパンに泣きついている。

  ワイズの問いに答えきれなくなると、自分の

馬鹿を棚に上げ、「オタクに関係ない」とケツ

をまくる。まるでヤクザなのである。

  何度も言うが、「スマート オーナーシップ」

という問題ローンを採用して販売したという

ことは、お客様が３年後、車を返しに来られる

まで、「倒産」してはいけないのである。

  「自分が倒産したら契約は不履行で構わな

い」というのは横暴な話だ。

  ローバージャパンも逃げてばかりいないで、

万が一の場合はローバージャパンが全責任を

とりますと、文書にしてユーザー1人ひとりに



ワイズ そうですね、ローン会社と代理

店さんとお客様の３者で結ぶ契

約になりますよね。ローバー

ジャパンさんは契約書の中に一

切出てこない。

ローバー ええ、ただ、我々のユーザーで

あることには変わりませんので。

あのう、ただ、ちょっと私もま

だ、その辺の情報まだハッキリ

判っていないんで、営業の方と

話をしてみます。

ワイズ なるほど。

ローバー 「ローバーの足立」の件について

は、動きがあったって話は聞い

ているんですけども、正確にい

つ、どういう、どうなったかと

ワイズ      読者の方から先ほど電話があ

りまして、１２月６日の土曜、

１２月７日の日曜日に「ロー

バー足立」という代理店のとこ

ろへローバーの人達がたくさん

きて、ローバーさんの車がずい

ぶん行ったり来たりしていて、

「ローバー足立」のショールーム

が空っぽになっちゃった、とい

う話があるのですが。

電話されてきた読者の方は

「ローバー足立」からオーナ－

シップで買われた人らしい。ウ

チの本を前に読んでいて、心配

なので、と電話がかかってきて

いる。

ローバー広報室長 山下氏（以下ローバー）

え～、営業の方とちょっと話

をしてみないと、私も事情、よ

く判らないので。

ワイズ そうですか。

ローバー ええ、ただ、ユーザーさんの方

に、ご迷惑がかかることはない

と思いますし。

ワイズ ああそうなの。

スマートオーナーシップはロー

バージャパンが契約当事者に

なっていましたか？

ローバー あのう、スマートオーナーシッ

プは、お客さんが結局、販売店

ではなくてローン会社との契約

になりますから。

手渡すべきである。

  それでこそ、英国伝統のフェアプレイ精神で

はないのですか、と言いたい。

  そんな気持のまま、前回は取材拒否で逃げら

れたローバージャパンの山下広報室長へ電話

を入れた。



ローバー 日本におります。

ワイズ ローバー足立の件、営業の方に

聞いていただいて、どのくらい

の間お待ちすれば判りますか。

ローバー ただですね。それについては、

お客様と私共のことになります

ので。

ワイズ しかし、お客様の方からワイズ

編集部に問い合わせがきてし

まったんだから、ワイズがお客

様に答える責務があるでしょう。

ローバー 判りました。それについては、

後ほどご連絡させていただきま

す。

  先程、ピーターウッズ社長は日本にいるか、

との質問をしたが、実はローバージャパンの

ピーターウッズ社長は行方不明になった、と

いうのがもっぱらの噂なのである。

  昨年、１１月に行われた東京モーターショウ

以来、誰もピーターウッズ社長を見かけたと

いう人がいないのである。一説によればロー

バージャパンの資産内容が相当に悪く、１２

月決算の数字を知っているピーターウッズ社

長が消息を絶ったという筋書きである。

  そこで軽く聞いてみたわけである。

 山下広報室長からの返事の電話

ローバー 先ほどは、どうも失礼しました。

ええと、状況の方、確認しまし

たけれども、ローバー足立の方

で、現実的にいろいろとあった

事は事実でございます。それに

ついては、今、弁護士を立てて

話をしている状況なので、我々

からは直接コメントできないの

で。

いうことを正直、私、まだ把握

していないんですよ。ちょっと

確認をしてみますが、少なくと

も、あの、お客様にご迷惑をか

かることはありませんし。

  山下広報室長は自分が何を言っているのか自

覚しているのだろうか。開口一番の答が「事情

が判らない」なのである。これは広報としては

怠慢以外の何者でもない。

 さらに、「何も判らない」くせに「ユーザーに

迷惑がかかることはない」と、なぜ自信ありげ

に答られるのか、不思議でならない。ローバー

ジャパンは契約の当事者ですらない。

  だいたい、ローバージャパン本社から日曜出

勤で「ローバー足立」まで出張って車を引き揚

げに行く事はローバージャパンのそれほど大

きくない社屋の中では結構な一大事であるは

ずだ。

  広報室長なら、車を引き揚げた日曜日から

３日は経っているのだから、この件に関して

は熟知しているべきである。質問があってか

ら営業部に行って「聞いてくる」というので

はいかにもサムい。

ワイズ そう、ところでピーターウッズ

社長は今、日本にいるんですか。

ピーターウッズ



ワイズ 弁護士さんって、どちらの弁護

士さんをどちらが立てていらっ

しゃるのですか？

ローバー それについてはローバー足立の

方に直接問い合わせをして欲し

いっていう見解です。

ワイズ はい。それは了解しました。

ローバー それで、一番のポイントはワイ

ズさんのおっしゃったように、

「ユーザーがどうなるか」という

ことだと思うんですが、実はぁ、

その件についてはぁ、我々もう

対策を立ててまして、所有権者

というのはワイズさんのおっしゃ

るようにぃ、もちろん所有権は

ユーザーさんなんですが、所有

権者ということで、ディーラー

の名前が車検証に乗っているこ

とがあるわけですね。それにつ

いては、今すべて、他の私共の

販売店に、全部引き受けてもら

う、と。そういう方向で今、動

いていまして、実は他のですね、

全国にウチのディーラー、いっ

ぱいありますから、他のディー

ラーでもビジネスを止めてしま

うケースもあるわけですね。

これからも、こういうケースっ

てあるわけですよ。

ワイズ １月にも１件でますねぇ。

ローバー ええ、ですから。出るかどうか

私、判りません。

それで、そういう場合どうする

か、といういうことなんですが、

以前、「ココ山岡」の件を出され

ましたね。

ワイズ 今でもそうだとおもっているん

ですが。

ローバー 今回のローバー足立に関しては

ローバーグループのローバー

ジャパンのビジネスでは非常に

好調に推移していたわけで、

ローバー スマート オーナーシッ

プがどうこうということでは全

くありませんので、ユーザーさ

んに対しても全く心配のないよ

うに他のウチの販売店に引き受

けてもらう、と。いうことです

から、ユーザーさんにデメリッ

ト、全くございません。

ワイズ ユーザーの方達にはもう（その

旨を文書で）通知をお出しに

なったのですか。

ローバー あのう、その辺については、

我々が直接ユーザーに対してど

うこうできませんのでローバー

足立の方を通して、全て適切に

動いております。というのが営

業本部の見解です。

ワイズ 営業本部の責任者はどなたでし

たっけ。

ローバー 営業本部に多田という者がおり

ます。

ワイズ 外人さんは、営業本部の責任者

というと副社長さんかな。副社

長が兼任でしたね。

ローバー ええ、デビットブルームという

のがおります。

デビッド ブルーム



とディーラーとのビジネスのこ

とですから。しかも、広報とい

うこの立場で何ともお答えする

ことはできないし、お答えする

必要はないと思います。

ワイズ 前回の時もずい分と不安に思わ

れて、ディーラーの方達から何

人もお電話がかかってきた。

ローバー どなたがお掛けになっているん

ですか。

ワイズ ディーラーさんの社長さんと言

われる人達ですよ。

ローバー 我々ディーラーとは常にそうい

うミーティングを持っています

から、もし、質問があればそう

いう所でディーラーの社長達は

我々に質問されるべきだと思い

ます。

ワイズ 「べきである」「べきでない」と

いうことではなく現実に心配に

ワイズ しかしね、今のお答えはユー

ザーに対してキチッとした答え

にはなっていないませんね。

ローバー ただ、ユーザーさんは引き続き

今の車をキチッと乗れるわけで、

ユーザーさんに特別不利益があ

るわけじゃないので、我々とし

てはユーザーさんに対してご迷

惑をおかけすることはないと思

いますが。

ワイズ 問題はローバージャパンが責任

をもってディーラーが無くなっ

た時にはユーザーの方に「ウチ

に車を返してください」と、

「ローバージャパンの方で処理し

ます。」と、いう方式を採ってい

るか採っていないかです。

ローバー あのう、それはワイズさんはそう

するべきだとのお考えがあるの

かもしれませんが、それは我々



なって電話をかけてくる。心配

でなければ我々の所へ電話は掛

けてきませんよ。不安がなけれ

ば電話を掛けてこないし、ロー

バージャパンが自分達のディー

ラーに不安を持たせるような事

をしているから、不安になって

電話をしてくるわけだから、

ローバージャパンはその事実を

まず、認識すべきなんですよ。

ローバー はい。そういう風な電話があっ

たということだけはうけ止めま

す。

ワイズ だから３年間あるんだから

その間にあなたたちがしかるべ

きね、手をうっていけば問題は

ないわけなんです。

そして、まず第一にね、日本の

ユーザーを大切にする。それに

は、やっぱり、責任の所在とい

うのをハッキリさせる必要があ

る。植民地政策じゃないのだか

ら、ディーラーとユーザーだけ

を犠牲にして難しくなったら最

後は金もって逃げちゃうという

発想は止めて欲しい。

ローバー うちは全然そんなことやってま

せん。

ワイズ だからそうならないように祈っ

ている。

ローバー 一つ質問が逆にあるんですけれ

ども、一番最初にうちがロー

バースマートオーナーシップを

始めて、お前のとこはダメだつ

ぶれると書かれましたけど、そ

の後東京ニッサンとかフォード

いろいろと始めましたけどもね、

その辺についての後取材という

のはなさってらっしゃるんで

しょうか。

ワイズ 特に取材の必要性を認めていま

せんね。なぜなら、彼らは全然

売れないものを何とか特別な販

売方法で売ろうとしているだけ

だから、最初から無理があり影

響は少ない。出してるんだから。

だから、売れなくなると同じよ

うな売り方をするんですよね。

しかし、ローバー車は売れない

もんじゃないわけでしょ。本来

は。

ローバー いや、ただし、それでもフォー

ドにしても、トヨタにしても、

ニッサンにしても、特にニッサ

ンとかトヨタが始めましたです

よね。

それで、ニッサンとかトヨタの

販売台数というのは売れない車

でも我々の何倍もあるわけです

よね。その時に我々を取材され

るのはわかるんですけども、ト

ヨタとニッサンについてはどの

ような取材をされてるのか

ちょっとお伺いしたいと思うん

ですけど。

ワイズ トヨタ、ニッサンはね、まずつ

ぶれない日本の企業だから、最

後になったら責任とるから安心。

ローバー フォードはいかがですか。

ワイズ フォードは売れているの？。影

響が少ないんだ。貴方達のは一

番影響が多いの。

ローバー そうですか。

ワイズ ローバーさん、まず、他が始め

たから自分達の罪はね、軽くな

るなんて思ったら大間違いです

よ。貴方達は先駆者なんだから、



もっとも、その前にもオートラ

マとかオニキスとかあったけど

も、貴方達の比じゃない。貴方

達は英国を売り物にしちゃった。

英国という歴史ある偉大なる国

そのものを売っちゃった。英国

の伝統と文化、王室まで商品化

した。名刺や封筒にまで英王室

の紋章（ロイヤルブラント）ま

で付けている。それならきれい

にやれよって言いたい。フェア

プレイの精神でね。

ローバー ユーザーさんに今のところご迷

惑掛けていませんし、これから

も掛けるつもり全くないですし。

ワイズ だから貴方が今迷惑を掛けるつ

もりはないっていっても掛かっ

てきちゃう場合もあるはずです。

貴方は、ローバージャパンの社

長でも代表者でもなんでもない

わけだから、いちいち判らない

ことあったら、貴方の立場とし

ては社長どうなんだ、副社長ど

うなんだって聞かなきゃいけな

い立場でしょ。

だけど、聞かれたからって社長

や副社長が本心を話すとは限ら

ないでしょう。イザとなれば、

そんなもの道義的な責任は感

じてますけども、今回社長がか

わりましたんで、前のことは前

のこと、今回は我々はキチッと

やっていきますから。ただし、

法的には我々は問題がありませ

んので、という言い方で責任逃

れするに決まっている。

今だって、あなたがおっしゃっ

たけども、他のディーラーさん

に回してる、責任を他のディー

ラーさんに持ってくださいって

お願いしてるんだよね。そうい

うことだよね。ローバージャパ

ンさんのやり口とか体質そのも

のが。



ローバー あと我々には直営支店もあるわ

けですから

ワイズ ありますね、じゃ、直営支店に

出しているのですか。

ローバー あのぉ、それについてはやっぱ

りユーザーさんとの話がありま

すしね、とにかく、あのぉ、今

私が、かく、かく、確認したこ

とはユーザーさんに迷惑がかか

るようなことはしませんという

ことだけです。

ワイズ いや、そうあって欲しいですね。

ローバー そういう風にがんばります。

ワイズ ただ、山下さんの言葉だけじゃ

心細いから、なんか、発表でも

して下さいよ。法的にこういう

風にして救済しますとか。確固

たるものを。

ローバー ですから、それはないと思い

ますけどもね。我々、要するに

ディーラーとユーザーのところ

での問題で、それを我々ロー

バージャパンが全面的にキチッ

としますということだけなんで、

それはユーザーさんの個々のプ

ライバシーの問題も関係してき

ますし。

ワイズ 何を言うんですか。都合のよい

時だけユーザーのプライバシー

を持ち出すのは感心しないです

ね。スマートオーナーシップの

場合はお金が大事です。車両を

返した時にちゃんとそれでちゃ

らになるのかどうか。その時、

返す先がなくなっちゃいました

じゃ困る。

ローバー それは有得ないです。

ワイズ 充分に有得ることです。次から

次に極論すると、代理店が直営

以外全部無くなったらどうする

のか。ドミノ倒しみたいにバタ

バタ倒れたら。

ローバー それは極論ですよね、

ワイズ だから、極論です。しかし、極

論でものを考えないと危機管理

はできないんですよ。

ローバー わかりました。ご意見としてよ

く承りまして営業の方に伝えま

す。

ワイズ 今日はその辺にしときますけど

も。

ローバー はい。わかりました。



平成９年１２月２５日

 トヨタ自動車（株）＜ご参考＞

全国のトヨペツト店・トヨタビスタ店で「ハリアー・パイロット・プラン」を導入

            ーー月々の支払いを低く抑えた、新しい車の新しい乗り方のご提案ーー

  トヨタ自動車（株）（以下トヨタ）は、新型車ハリアーの発売を機に、同車両を取扱う

トヨペット店とトヨタビスタ店に、販売方法の１つとして、個人向けリース商品である

「ハリアー・パイロット・プラン」を導入した。

  「ハリアー・パイロット・プラン」は、トヨタの販売金融会社であるトヨタファイナン

ス（株）（本社東京都港区）が開発したカーリース商品（「スーパーバリューリース」）の

ハリアー向けプログラムで、３年後の車両残存価格を設定し、その価格を新車価格から差

し引いた金額に、３年間に必要な費用（登録諸費用、取得税、重量税、自動車税および自

賠責保険料）を加えた金額を実質年率４．９％のリースで支払う仕組みとなっている。

  このような仕組みによって、月々の支払い額が低く抑えられるとともに、毎年発生する

自動車税の納付手続きも不要となるなど、支払い額の平準化も図ることが可能となり、若

年層を中心とした需要の掘り起こしにもつながるものと考えている。

  また、３年間の契約期間が満了すると、お客様は、

①車両を販売店に返却する

②改めて支払いプランを設定（再リース）する

③残存価格で車両を買い取る

の３つの方法から選択できるため、３年後お客様のご都合に合わせたカーライフをお楽し

みいただける。

  なお、「ハリアー・パイロット・プラン」は、９８年１月１０・１１目の発表会から同

年６月末まで実施する予定であるが、状況に応じて期間延長も検討していく。

＜ハリアー・パイロット・プランの概要＞



＜ご参考＞ 平成９年８月２７日

トヨタ自動車（株）

全国トヨタオート店で「スーパーバリュープラン」を導入

                 月々の支払額を低く抑える割賦販売の提案

  トヨタ自動車（株）（以下トヨタ）は、国内の販売系列の１つであるトヨタオート店に新

車購入代金の新しい支払い形態として、「スーパーバリュープラン」を導入した。

 「スーパーバリュープラン」は、トヨタの販売金融会社であるトヨタファイナンス（株）

（本社東京者隣図が開発した割賦販売の形態で、新車購入時に３年後の車両残存価格を最終

回支払額として設定、その価格を新車価格から差し引いた金額を低金利（４．９％）の割賦

で支払う仕組みとなっている。

  これによって、車両残存価格を差し引かない通常の割賦支払より、月々の支払額が低く抑

えられるため、高額車がお買い求め易くなるとともに、３年間が経過した時点でお客様は、

①車両を販売店に返却する

②残存価格相当額（最終回支払働を一括して支払い、車両を所有する

③残存価格相当額（最終回支払御について再度割賦で支払い、引き続き車両を使用する

の３つの方式から車両の扱いについて選択できるものとなっている。

  トヨタオート店では、この「スーパーバリュープラン」を高級車の新しい購入方法の提案

と位置付け、若年層を中心に従来のオート店のお割羨以外にも積極的にアピーノレすること

により増販を図っていきたいと考えている。

  なお、今回「スーパーバリュープラン」は、新型アリスト、グランビアを購入されるお客

様を対象に当面９７年末を期限に実施するが、状況に応じて対象車種の拡大や期間延長を検

討していく。


